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日本TI(株)、ソニーセミコンダ
クタ九州(株)、九州大学特任教
授等を経て現職。その間、主
に半導体技術経営や事業開発
等に携わる。

事業総括

大津留　榮佐久
　これまでの知的クラスター創成事業の取組等により、福岡県内のシステムLSI関連企業の集積が、福岡地

域、北九州学術研究都市地域を中心に、同事業開始時に比べ、9倍以上の190社近くまで増大しました。福

岡・北九州・飯塚地域をシステムLSI開発の国際拠点にするため、これまでの実績をベースに、地域イノベー

ションクラスタープログラム（グローバル型【第Ⅱ期】）に取り組んでいきたいと考えています。

　第Ⅱ期事業では、目標達成のために、①戦略的研究開発の推進、②人材育成機能の強化、③国際展開力の

強化、この3項目を戦略の柱としています。

　戦略的研究開発の推進では、自動車やロボット向けLSI開発等を中心に22テーマを実施しています。特に、

車載用LSIは福岡地域に自動車関連産業の集積が著しく高まると共に、車のエレクトロニクス化が進んでお

り、有望な分野として見込んでいます。人材育成機能の強化では、組込みソフトウェア技術者養成講座を開

設し、（財）北九州産業学術推進機構とも連携し、LSI関連人材の一大供給拠点へ発展させます。国際展開

力の強化については、中核機関に｢国際・広域展開促進チーム｣を設置し、国内外の研究機関や企業等との連

携を強化し、集積促進を積極的に図っていきます。

事業の概要

世界をリードする先端システムLSIの開発拠点を目指して

　これまでに培われたシステムLSI開発基盤技術を最大限に活用し、地域の自動車、バイオ、ロボット等の集積を
背景に、組込みソフトウェアなどの基盤技術分野や車載半導体をはじめとしたアプリケーション分野など、重点戦
略分野における先端システムLSIの研究開発を行う。また、日本のシステムLSI技術の将来を鑑み、組込みソフト
ウェア技術者養成に重点的に取り組むなど、人材育成体制を更に強化する。地域における集積を更に高め、世界を
リードする先端システムLSIの開発拠点化を図ることで、日本半導体復活の牽引役となる世界レベルのクラスター
を構築する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を発展・加速させ、世界最大の半導体生産・消費地に成長したシリ
コンシーベルト地域の核となりうる世界最先端のシステムLSI開発拠点の構築を目指す。具体的には、「平成23年
度末までに、システムLSI開発関連企業300社の集積を実現」を目標に、①戦略的研究開発の推進、②人材育成機
能の強化、③国際展開力の強化の3つを戦略の柱として取り組む。このために、地域イノベーションクラスタープロ
グラム（グローバル型【第Ⅱ期】）の基本事業、広域化プログラムを活用する。

1．基本事業の概要
　　研究開発と人材育成を2本柱とし、関連企業の集積を高め、クラスター形成を加速する。研究開発では、システ
　ムLSIの基盤技術分野（組込みソフトウェア、情報通信）、アプリケーション技術分野（自動車、バイオ、ロボット）
　及びLSI実装技術等分野（実装、設計、先端材料）、これら重点戦略分野における先端システムLSIの研究開発を
　行う。また、人材育成では、システムLSIのキーテクノロジーである組込みソフトウェア技術者養成に関し、重点的
　に取り組み、新たな人材育成体制を構築する。

2．広域化プログラム（アジア等国際連携促進プログラム）の概要
　　国際・広域展開促進チームを結成し、海外から数多くの研究者等を招聘して地域内での国際共同研究の実施や
　相互の直接投資の促進、世界最先端の情報交換などを実施することによって、国際的なリーダーシップや優位性
　を確保した福岡先端システムLSI開発拠点形成を加速する。

＊シリコンシーベルト福岡構想（SSB構想）：
　　世界の半導体生産の一大拠点であるアジア地域（韓国、九州、上海、台湾、香港、シンガポール等を結ぶ半導体
　生産のベルト地帯「シリコンシーベルト」）におけるシステムLSI開発の拠点化を目指す構想。

クラスター構想
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キャッツ（株）、トヨタ自動車（株）、（株）レイドリクス、
スタンレー電機（株）、（株）デンソー、マツダ（株）、（株）日産自動車、
ルネサステクノロジ（株）、（株）東芝セミコンダクター社、
（株）セントラルユニ、RoboPlusひびきの（株）、
OKIセミコンダクタ宮崎（株）、（株）ウォルツ、
（株）ジェイデバイス、ルネサス マイクロシステム（株）、
（株）ジーダット・イノベーション、PicoCELA（株）、
（株）ハイブリッド・リコグニション・テクノロジーズ、
STEP有限責任事業組合、他
九州大学、九州工業大学、北九州市立大学、福岡大学、
早稲田大学、他
福岡県工業技術センター、(財)北九州産業学術推進機構、
(財)福岡県産業・科学技術振興財団

①「BOP諸国における貧困をなくすための実証実験成功」
　　貧困層救済制度として、バングラデシュのグラミン銀行が導入した「マイクロクレ 
　ジット」（無担保・低利での少額融資制度）のICTシステム化に向け、地域イノベーション
　クラスター事業で得られた研究成果（権利権限流通システム：VRICS、電子通帳デバ
　イス：e-PassBook）を用いて、ニーズに合ったシステムを開発するとともに、JETRO
　事業の支援も受けながら、現地で実証実験を行い、同システムの構築と実用化を強力に
　推進中である。
　　同銀行のユヌス総裁（当該貧困層向け経済的・社会的基盤の構築に対する貢献で、2006年
　ノーベル平和賞受賞）へ、21年度実証実験の実績報告等を行った結果、「GREAT
　CHALLENGE, GREAT JOB！」との最大級の賛辞を授受した。

②「調剤過誤防止装置」の製品化とベンチャー企業の設立
　　薬剤師の調剤過誤防止のために、処方箋情報と薬剤結果（薬の種類や数量）が一致し
　ているか否かを自動的に判別する装置を製品化した。具体的には、本装置は複数の高分
　解能カメラを利用して錠剤の形状を高精度かつ高速に認識し、処方箋情報との合致を判
　定・表示するもので、小型で卓上にも設置可能である。判定は単一種類の錠剤はもちろ
　んのこと、従来は認識が困難であった複数種類の錠剤を一包化した場合でも対応可能で
　ある。また、本研究成果等を活用し、ベンチャー企業（（株）ハイブリッド・リコグニション・
　テクノロジーズ）を設立した。

中核機関名
財団法人  福岡県産業・科学技術振興財団
〒８１４-０００１  福岡県福岡市早良区百道浜３丁目８番地３３号
　　　　　　TEL ０９２-８３２-７１５５

『シリコンシーベルト福岡構想』を発展・加速させ、
世界レベルのクラスター形成を推進

クラスター本部体制 参加研究機関（太字は核となる研究機関）

主な事業成果
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『シリコンシーベルト福岡構想（SSB構想）＊』

現地での実証実験風景
（左下は、開発した

電子通帳デバイスの拡大写真）
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地域イノベーションクラスタープログラム
（グローバル型【第Ⅱ期】）

情報通信

福岡先端システムLSI開発クラスター 　（平成19～23年度）

福岡・北九州・飯塚地域

8.17

開発した調剤過誤防止装置


